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危

一

山

一…

の

W
保
と
財
政
措
置
に
関
す
る
意
見
書

-由

-

l

一

忌

間

一
…
は
官
同
町
村
時
四
九
日
比
引
訪
ね
誌
で
は
湾
問
日
駐
日
b
h
u
お口

1
1

省
一
川
吋
る
生
コ
ン
ク
日
ノ
1
ト
を
は
じ
め
鉄
荷
、
セ
メ
ン
ト
等
保
し
、
行
肢
と
閉
民
生
市
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
身
白
川

士
肩
定
例
会
は
、
十
四
日
切
ら
二
十
一
百
ま
で
の
九
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

回

二
に
つ
い
て
は
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め

の
情
警
は

一
市
町
村
の
み
男
で
は
不
可
能
で
あ
り

川

童
話
石
油
危
揖
に
よ
る
経
済
還
で
ピ
ン
チ
と
な
っ
F聖
提
案
皇
揖
手
品
す
る
た
め
、
園
、
叫
に

情

芯
需
が
現
在
施
工
中
の
母
校
及
び
稲
葉
遣
の
詰
ま
す
。

対
し
、
公
共
事
業
に
対
す
る
総
投
資
材
等
の
な
見
慣
提
出
奇
全
会
一
致
可
決
し
、
特
に
官
門
会
を
休
会
に
し
て
、
十
七

陳

↑
川
は
い
ず
れ
も
謀
者
か
ら
工
期
延
卦
の
申
し
出
が
あ
り
、
よ
っ
て
層
、
県
に
お
い
て
は
、
市
町
村
で
す
で
に
工

…

目
、
暗
雲
、
前

一体
と
な
っ
て
強
力
な
閣
議
事
言
い
古
し
た
。

一
司

、

竺

川

四

十

九

年

度

四

月

開

設

は

末

雇

な

霊

に

追

い

込

ま

串

に

撃

し

て

い

る

も

の

に

つ

い

て

は

血

ち

に

E
7

Eら
需
の
撃
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
量
四
件
を
認
定
し
、

F
、

き

ど

罰

Z酬
引
上
げ
、

一

訴
一
川
れ
て
お
り
ま
す
・

2肘

講

ず
る
と
主
に
、
聞
が
に
つ
い
て
も
閉
山

語
保
護
喜
へ
の
生
活
物
資
支
給
芸
な
ど
二
十
一
-
雪
原
容
通
り
誌
、
車
重
苦
量
産
同
意
し
ま
一

剛
一
…

zに
ま
た
財
政
面
で
は
事
華
街
の
引
上
げ
に
よ
価
の
上
昇
に
基
っ
た
単
価
引
上
げ
と
補
助
金
、

存

…

し
た
a

(

一
般
質
問
の
内
容
は
ニ
面
)

一

二
川
り
、
費
負
担
損
失
望
増
加
し
、
こ
れ
が
財
源
税
の
地
建
緊
急
の
罰
襲
講
じ
て
い
た
だ
吾
犬

山

一

釦

一
'
恒
保
に
つ
い
て
も
倒
的
て
附
処
な
状
況
に
あ
り
、
こ
の
く
拙
方
自
わ
添
同
九
十
九
条
宙
開
ニ
現
の
規
定
に
よ
り
意

川

士
一
月
読
会
の
熊
官
、
石
油
危
一
会
に
は
告
保
授
幕
、
回
子
宮
路
笠
宮
里
出
を
喜
一
致
で
可
決
し
、

一

-

竺
山
ま
ま
読
す
る
と
建
誌
な
ど

一

位

耳

霊

童

見

望

書

い

た

し

ま
す
。

植
に
よ
っ
て
一
語
雪
お
ら
れ
た
一
忠
に
、
結
五
一

一四
万
六
千
円
の
生
一
超
党
派
で
と
の
国
に
取
り
組
む

E
一

園

酷

一
…
泊
さ
れ
る
と
と
は
明
ら
か
で
、

E語
需

に

量

…

吉
富
の
語
、
開
重
か
ら
市
一
荷
物
資
を
支
給
す
る
た
ヘ

ハ

FZ
一室
め
ま
し
た
。

一

川

昭

和

四

十

八

年

十

二

月

十

同

日

甲

府

市

議

金

民

生

直

を

守

る

た

め

の

対

策

に

つ

い

一

上

し

て

い

る
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一
川

内

閣

総

理

大

臣

E

て
、
真
剣
な
論
議
主
行
動
が
行
な
わ
れ
一
さ
ら
に
池
投
資
想
定
亡

hmで、一

一
川

関

係

各

大

E

F

た
こ
と
で
あ

η
ま
し
た
。
一
公
共
事
業
の
菌
室
孟
ら
れ
て
い
一

建

設

資

材

斡

旋

を

約

束

と
い
う
こ
と
で

J
上

T
qいっ

手
口
頭
市
長
か
ら
、
石
油
削
減
に

τ。
そ
の
主
な
も
の
は
書
中
学
、
総

一

一

F
A中

(
絞

っ

し

て

;

一
し
た
例
も
あ
る
の
で
、
叫
進
出
雲
議

と
に
か
く
学
校
の
問
題
は
至
上
命
令
で
、
自
治
省
の
能
力
で
は
い
か
ん
と
も

伴
う
一緊急
対
策
に
つ
い
て
、

一
合
理
セ
ン
タ
ー
、
集
セ
ン
タ
ー
の
一

県

選

出

国

会

議

員

一4
し民の
f
ま
受
一
町
長
沼
も
あ
っ
て
一
民
主
い
は
か
つ
て
郷
士
の
た
め
に
世
一
と
い
う
E
と
で
耐
処
し
て
ま
い
る
。
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
十
室

市
民
喜
に
言
、
富
盟
主
一
意
で
あ
る
が
、
ζ

の

中

で

も

五

十

二

月

十

五

日

に

は

目

撃

と

硲

著

者

た

。

高

寝

室

、

一

日

抗

日

持

続

ド

一

号

ま

し

た

い

。

一

持

し

て

筏

し

い

。

く
果
安
が
生
じ
て
い
る
。
期
待
制
度
一
手
は
四
月
川
哲
同
宿
し
て
い
る
の
一
華
街
貢
票
、
県
需
要
賢
一自
治
体
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
一
願
い
し
た
い
。

一

自

治

体

も

創

意

工

夫

を

禁
足
、
明
君
臨
異
常
で
総

で
は
E
れ
ら
宿
題
に
対
す
る
車
体

τ、
富
田
山
に
働
吉
か
吋
、
蓄
を

τ講
義
え
協
力
を

2し
;
府
一
ぃ
。
甲
府
直
に
と
っ
て
盛
大
な
こ
と
県
選
出
国
会
隊
員

!

車

体

十

一

室

自

制

は

佐

出

方

自

採

が

の

議

官

弱

い

が

、
庁
内
に
語
一
票
限
に
く
い
と
き
勢
を
す
る
す
室

、
各
政
党
へ

M
V
L
Lで
あ
る
の
で
、
開
会
費
完
で
伺

L
Z合
器

提

こ

Lrす
る
一

単

価

是

正

を

考

慮

一

一
悼
と
な
っ

5う
必
挺
が
あ
り
、

鰐
錯
綜
持
主
討
持
持
切
刀
」
器
詰
恥
い
認
れ
狩
紋
鮎
対
百
1
M
M

れ
材
結
石
川
持
政
問
一
れ
は
1

一建
計
刊
誌
れ
い
れ
↑………訪日いおいれ即

時
間
…
耕
一
郎
一
出
一
車
…
剤
師
比
一日
間
耕
作
長
一拠
出
一
一
一
…
同
一
一
一
一
部
部
品
一部
…
…
諮
問
…
一
一一
時
間
説
明
五
日
開
許
可
知

事
盟
協
望
号
寵
す
る
。
玄
投
資
材
の
語
、
重
は
著
し
い
一
問
責
君
、
県
害
時
書
喜
一
警
に
あ
り
、
吉
の
器
禁
一
は
無
理
が
あ
る

o

l

d
-し
た

。

一

で

や

っ

て

欲

し

い

。

例

え

ば

、

理

セ

一丸

説

バ

紅

白

刊

ま
た
胡
不
足
、
富
長
は
、
特
一
も
の
が
あ
り
、

5
2
3一

に
対
し
て

E提

出

と

言

問

昔

、

富

露

で

業

者

か

ら

工

期

延

一

工

事

毒

自

主

げ

は

、

号

室

民

会

H
2事
省

公

一ン
タ
l
、
支
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
ど
一

に

語

力

量

Z
Z
Zが一
言
及
び
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
組
一
行
な
い
、
県
も
協
力
嘉
し
ま
し
た
。
一
言
繋
で
て
い
る
。
特
に
城
南
中
一
が
引
き
上
げ
る

乙

と

で

進

め

て

い

る

の

一

助

党

一

の

よ

う

な

状

況

の

も

と

で

は

揖

延

べ

て

一

校

詰

認

可

も

技

会

大
き
目
で
富
を
し
て
い
く
。
喜
一
殴
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
と
い
是
揖
↑
次
い
で
十
吉
に
は
、
特
に
去
を
一
学
校
は
、
四
月
一
日
聖
書
途
と
し
一
で
、
こ
の
間
理
解
決
す
る
と
慰
う
。
一
民
主
塁
H
厚
生
省
1
産
党
一
も
よ
い
草
の
も
の
と
考
え
る
。
学
一
回
情
の
警
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

一

言

し

、
富
語
長
大
な
影
一
体
会
に
し
、
盛
期
申
請
と
も
い
え
る
一
て
お
り、

ζ

れ

が

号

室

い

と

ニ

セ

メ

ン

ト

、

飼

ぢ

つ

い

て

は

ま

殺

芸

員

会

日

警

謹

昔

、
主
主
専
は
ど
う
し
て
も
し
一
望
し
た
建
に
つ
い
て
は
超
沿
負
担

一留
が
あ
る
と
し
て、

と
の
話
の
た
め
豆
一
醐
害
警
告
書
市
長
、

助
一
年
延
長
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
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比
一
時
↑
一

O
イ

ン

フ

レ

物

不

足

一け
問
、
そ
れらを検討
し

て
対
処
一
読
肝
守
摂
に
つ
い
て

の
否
。
本
雪
量
で、
公共事
一刻
私
刊
誌
持
告
を
認
一
私
自
明
日
開
廷
れ
一

時
間
特
技
れ
れ
印
刷
れ
る
意
見

書

山
一訂

斜

計
十
時

一一
色

く

ら

し

を

守

る

対

策

を

一。
長期
総
合
富

一h
通

話

駐

在

日

一

詩

話

諮

問

宣

告

訴

、訪
問
山
市
一
話
料
品
目
川
崎
町
一
?
、菜
園
署
員

一一

zi
z賢

一郎
察
室
)
清
水器
窓
会
)
一
間
石
油危揖
-婦を発
し
た霊一体制

t
て
、開
票
芸
員
会
長
一

市
政
の
基
本
方

一吋
圧
縮し
、事
費
削
誠
、革
豆
陳
情
された
ことに感謝
して
いる。一る・警が
工
期をめ
ざ
して努
力
し
一済変動の
一事
適
用
し
て、十二月
六
一務におい
て
県す
べき
であ
りますがたし
ます。

一

一インフ
レ
が
工
を
苦
し
め
て
いる一置するなどして著し
ている。一

針
の
み
を
示
す

一圧
縮
、議
新
撃
人
民
自
制
喜
一
公
共
裏
の
う
ち
特
に
書
中
学
校
て
い
る
在
茶
色
っ
て
い
る
。
乙
一
日
毒
点
と
し
て
、
重
と
議
す
る
一
従
来
学
校
施
翠
警
教
民
営
充
実
抱

一

一

一

一

一っ
て
きているので、

乙
の方針は堅一は
、他の事
業
を事りせ
ても年度内
一れ
は
塁
誌
の
問
題
で
あ
る
の
で
、犠中で夜更してまいりたい。スライ一は
、その
5
Z学童をも
っ父母の

一、
図函
館
司書
、事窃職
、署捜教

一

同

ate---Bee-4

-が
、こ
の
よ
う
な
状
況
を
市
長
は
ど
の
一
身
薗
は
閉
だ
吋
で
な
く、
痘済界
、
一
関
長
期
結
合
計
凶
の
改
定
に
つ
い
一

一

・

一

一

一

u
一

叩

~

一よう
に
遣
し
、

E
3
2一消費者
、単
純
経
験
者等
で震

Z
一ては
、
富
危
機
に
伴
言
語
で
一
持
す
る
@
事
措
置
で
は
、書
亘
書
に
全
力
走
す

-
Z
Z一会
、
語
一
体
と
な
っ
て
閏
に
働
主
ド
制
に
し
て
も
、
民
自
主
て
一
宮
に
よ
っ
て
すす明
られて
き
た
の
諭
の
全
霊

ハ
一
川
腐
個
J

一やインフレ
か
ら
防
制
す
る
裂
を
も
7
1
尚
喜
震
対
策
富
協
議
金
者
一
葉
吾
中
断
せ
ざ
る
毒
な
い
と
聞
い
一
に
よ
り
各
事
芝
生
一
罰
ア
ッ
プ
は
や
一
は
、
県
選
出
開
会
開票
協
力
を
約
束
一
吋
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
閣
に
お
い
て亘
書

Z
。

一

g情
てあ
りま
す

二、
主
校
て二
年生複
ま
解消
と

υ
一

~

ド

ん

i
一っ
て
い
る
;

一重
さ
せ
て、
軍
基
安
定
に
向
付
一
た
:
ど
う
す
る
の
;
乙

2
2一言
な
い
の
で
、古
は
当
然
増
で
一
さ
れ
た
の
で
、
そ
主
観
的
な
き
一
O
小学
校創
立
記
念
事業
等

一
しかし
、経
済
重
苦
な
し
き
護
軍
毒
患

一

h
a
義

ヵ

一

-
i

一

ヵ

ヵ

一く
わ
れ
て
し
ま
う
。
一
は
な
く
、
引
き
統
暴力するととに一

一宮こ指、
て
は
、すみ
や
かに乙の一
二、
へき
地
警
察
興

一
一

会

一

例

込

山
抽
出
一
一
一
即
日
一同
一
一
一
枠
内
と
官
給
料
一
世
註
話
料
一
人
ト
日
U
M
l
M
九
日
刊
誌
一
日
以
駐
日
町
内
昼
間

h
M
H持
政

均

ド

務

だ
L
日
一
体
u
r
m清
刊

誌

四

十

時

日

一干
-百

回「吋

μ
?
一こ
とは
で
きない。従ってま
ず庁
内
一
方
自
治
体
に
も
震
が
委
譲
さ
れ
室
戸
高
策
定
季
三
一
自
一編びがあったが、
これを大巾に一い
す
る。

一号
童
話
量
と
な
っ
て
い
一川
智
震
と
の
審
議
は
ど
う
一
た
っ
て
署
長
に
お
いて
手

甲

府

喜

一

vv
閑

ん

て

一

le
--

ム出サ
巴戸
車
電
U

一
に
亘
っ
て
き
誌
て

54-高
る
ととが予知され
、拙方交付一
言

語

食
費
-
妻
、
富
あ
る
話
番
重
金
一
か
。
ま
た
、田辺知事は
、発
需
を
一べ
き
で
あ
子
。
内
問
総
理
大
臣

一

定

畳

一

機

一

ハ
顎

覆

機

龍

一

日
嘉

吉

時

点

一刊
誌
日
間
一
長
一

物
価
上
昇
に
よ
り

一
心
諮
問
日
伐
材
一日

町

長

軒

並

れ

お

む

時

一

5
5
7

一

叩

EM
-

-
h了
露
単
一
九
十
い
。
し
U
が
っ
て
面
下
一塁
制
に
よ
る
蓄
で
期
待
で
き
-
値
上
げ
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